
『
大
和
物
語
』
は
、
宇
多
天
皇
の
寛
平
か
ら
朱
雀
天
皇
の
天
慶
ま
で
の
、

事
実
に
基
づ
く
歌
話
を
主
体
と
す
る
第
一
部
と
、
そ
れ
を
遡
る
古
い
年
代
の

こ
ろ
の
、
説
話
的
・
伝
説
的
な
歌
話
を
主
体
と
す
る
第
二
部
と
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
部
と
第
二
部
の
境
を
ど
こ
に
置
く
か
。
『
大
系
』
『
古
典
全
書
』
は

第
一
四
七
段
以
後
（
最
終
の
第
一
七
三
段
ま
で
）
を
第
二
部
と
し
、
『
全
集
』
は

第
一
四
一
段
以
後
を
第
二
部
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
雨
海
博
洋
氏
は
、

一
四
七
段
か
ら
は
、
物
語
の
形
態
材
料
に
お
い
て
、
一
四
六
段
以
前
と

の
相
違
が
あ
り
、
こ
の
段
を
境
目
と
し
て
前
後
篇
に
分
つ
こ
と
が
で
き

る
。
一
四
五
、
一
四
六
段
は
と
も
に
亭
子
院
（
宇
多
帝
）
と
遊
女
白
（
玉

淵
女
）
と
に
関
し
た
も
の
で
、
亭
子
院
の
退
位
（
一
段
）
、
出
家
・
山
踏
み

（
二
段
）
と
い
っ
た
書
き
出
し
と
首
尾
相
応
じ
、
か
つ
寛
平
ｌ
天
暦
の

事
柄
を
あ
つ
か
っ
た
前
篇
の
部
に
入
る
べ
き
内
容
で
あ
る
と
み
る
こ
と

（
１
）

が
で
き
る
。

と
い
わ
れ
、
首
尾
呼
応
す
る
構
成
を
と
る
点
か
ら
み
て
、
第
一
四
六
段
ま
で

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

’
第
一
六
○
段
’
一
六
六
段
Ｉ

を
第
一
部
、
第
一
四
七
段
以
後
を
第
二
部
と
さ
れ
た
。
こ
の
区
分
の
基
準
は

妥
当
で
あ
る
し
、
一
般
に
第
一
四
七
段
以
後
を
第
二
部
と
す
る
の
で
、
本
稿

も
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
部
は
二
十
七
段
あ
り
、
全
体
の
約
六
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の

分
量
は
全
体
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
部
の
段
は

第
一
部
に
く
ら
べ
て
一
般
に
長
大
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
内
容
的
に

は
昔
の
説
話
的
・
伝
説
的
な
歌
話
を
主
体
と
し
て
い
て
、
散
文
的
で
あ
り
、

昔
の
純
愛
・
あ
わ
れ
な
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

第
二
部
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
治
氏
が
「
大
和
物
語
構
成
図
表
」

の
中
で
、
第
一
義
的
章
段
と
副
次
的
章
段
に
分
け
て
図
示
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
義
的
章
段
は
第
一
四
七
’
一
四
九
段
、
第
一
五
○
段
、

第
一
五
四
’
一
五
六
段
、
第
一
五
七
’
一
五
八
段
、
第
一
六
九
段
で
、
他
は

副
次
的
章
段
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
開
図
は
人
物
・
事
柄
に
関
す
る

連
想
を
基
底
に
し
て
、
そ
の
内
容
群
に
合
う
歌
話
が
続
く
か
否
か
を
め
ど
に

し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
前
後
の
歌
話
と
の
連
関
を
み
る
上
か
ら
適
切
で

あ
る
。

森
本

茂



そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
第
二
部
の
歌
話
の
性
格
に
立
ち
入
っ
て
分
析

を
進
め
た
い
の
で
、
第
二
部
の
構
成
を
別
の
観
点
か
ら
分
類
し
た
い
と
思

う
。
す
な
わ
ち
、
第
二
部
は
、
「
地
方
の
説
話
・
伝
説
」
と
「
六
歌
仙
の
歌

話
」
を
主
体
と
し
、
他
に
若
干
の
「
第
一
部
の
拾
遺
段
」
を
加
え
る
、
と
い

え
よ
う
。
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
四
七
段
生
田
川
伝
説
（
摂
津
国
）

第
一
四
八
段
芦
刈
伝
説
（
同
）

第
一
四
九
段
竜
田
山
説
話
（
大
和
国
）

第
一
五
○
段
猿
沢
池
伝
説
（
同
）

第
一
五
一
段
竜
田
川
遊
覧
（
同
）

第
一
五
二
段
手
麿
説
話

第
一
五
三
段
平
城
帝
の
歌
話

第
一
五
四
段
竜
田
山
ゆ
ふ
つ
け
烏
説
話
（
大
和
国
）

第
一
五
五
段
安
積
山
伝
説
（
陸
奥
国
）

第
一
五
六
段
娘
捨
山
伝
説
（
信
濃
国
）

第
一
五
七
段
馬
槽
説
話
（
下
野
国
）

第
一
五
八
段
二
人
妻
説
話
（
大
和
国
）

第
一
五
九
段
染
殿
内
侍
の
歌
話

第
一
六
○
段
在
中
将
の
歌
話
（
六
歌
仙
）

第
一
六
一
段
在
中
将
の
歌
話
（
同
）

第
一
六
二
段
在
中
将
の
歌
話
（
同
）

第
一
六
三
段
在
中
将
の
歌
話
（
同
）

第
一
六
四
段
在
中
将
の
歌
話
（
同
）

第
一
六
五
段
在
中
将
の
歌
話
、
在
中
将
の
死
（
同
）

第
一
六
六
段
在
中
将
の
歌
話
（
同
）

第
一
六
七
段
二
人
妻
説
話

第
一
六
八
段
僧
正
遍
昭
の
歌
話
（
六
歌
仙
）

第
一
六
九
段
井
手
の
下
帯
説
話
〈
中
断
〉

第
一
七
○
段
藤
原
伊
衡
の
歌
話

第
一
七
一
段
藤
原
実
頼
の
歌
話
〈
中
断
〉

第
一
七
二
段
大
伴
黒
主
の
歌
話
（
六
歌
仙
）

第
一
七
三
段
僧
正
遍
昭
の
歌
話
（
同
）

以
上
の
結
果
、
「
地
方
の
説
話
・
伝
説
」
は
十
一
段
（
約
四
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
）
を
数
え
、
中
で
も
大
和
国
が
最
も
多
く
六
段
で
あ
る
。
ま
た
、
「
六
歌
仙

の
歌
話
」
は
十
段
（
約
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
数
え
、
中
で
も
在
中
将
が
最

も
多
く
七
段
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
部
の
歌
話
は
、
第
一
部
と
ま
っ
た
く
無
関
係
な
歌
話
を

収
録
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
第
一
部
と
何
ら
か
の
関
係
（
歌
材
・
テ
ー
マ
な

ど
）
の
あ
る
歌
話
を
収
録
し
た
の
か
。
。
「
地
方
の
説
話
・
伝
説
」
は
、
各
地

方
で
長
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
話
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
話
の
内
容
が
ユ
ニ
ー
ク

で
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
多
く
、
第
一
部
と
の
関
係
は
あ
ま
り
見
出

せ
な
い
よ
う
だ
。
わ
ず
か
に
次
の
二
段
が
指
摘
で
き
よ
う
。

○
第
一
五
○
段
で
平
城
帝
が
采
女
を
一
度
だ
け
召
し
て
、
後
召
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
、
采
女
が
非
常
に
悲
し
む
話
は
、
第
十
五
段
で
陽
成
院
が

若
狭
の
御
を
一
度
だ
け
召
し
て
、
後
召
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
若
狭
の

御
が
「
数
な
ら
ぬ
」
の
歌
を
よ
ん
で
嘆
く
話
に
類
似
す
る
。

二二



○
第
一
五
八
段
で
二
人
妻
が
壁
を
隔
て
て
住
む
話
は
、
第
十
一
段
で
故

源
大
納
言
（
源
清
蔭
）
に
二
人
妻
が
い
て
、
渭
蔭
は
も
と
の
妻
（
東
の
方
）

か
ら
離
れ
た
が
、
も
と
の
妻
の
邸
内
に
同
居
す
る
話
に
類
似
す
る
。

ま
た
、
「
六
歌
仙
の
歌
話
」
も
、
後
述
す
る
在
中
将
を
除
く
と
、
第
一
部
と

の
関
係
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。
わ
ず
か
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

○
第
一
六
八
段
で
山
歩
き
し
て
い
る
遍
昭
を
、
五
条
の
后
の
宮
（
順
子
）

》
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
内
舎
人
が
捜
す
話
は
、
第
二
段
で
亭
子
院
が
山
歩
き

し
て
お
ら
れ
る
の
を
、
醍
醐
天
皇
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
少
将
（
在
原
友
干
）

や
中
将
（
藤
原
仲
平
）
が
お
供
し
よ
う
と
し
た
話
に
類
似
す
る
。

ま
た
、
「
第
一
部
の
拾
遺
段
」
で
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

○
第
一
五
九
段
で
染
殿
内
侍
の
染
色
の
話
は
、
第
三
段
で
宇
多
院
の
六

十
の
賀
を
京
極
御
息
所
（
褒
子
）
が
な
さ
る
と
い
う
の
で
、
故
源
大
納

言
（
源
清
蔭
）
を
通
し
て
と
し
こ
が
染
色
を
依
頼
さ
れ
た
話
に
類
似
す

プ
（
》
○

○
第
一
六
七
段
の
二
人
妻
の
話
は
、
前
述
の
第
十
一
段
の
話
に
若
干
類

似
す
る
。

結
局
、
第
二
部
の
う
ち
在
中
将
の
七
段
以
外
の
二
十
段
で
は
、
右
の
五
段

（
四
分
の
一
）
に
第
一
部
と
の
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
在
中
将
の
七
段
を
み
る
と
、
歌
材
が
第
一
部
と
同
じ
か
、

そ
れ
に
近
い
も
の
が
か
な
り
多
い
。
さ
ら
に
共
通
の
歌
材
を
ま
と
め
て
配
列

し
て
お
り
、
構
成
意
識
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

次
に
述
べ
て
行
き
た
い
。

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

一
一

『
大
和
物
語
』
（
為
家
本
）
第
一
六
○
’
一
六
六
段
は
、
在
中
将
（
在
原
業

平
）
の
歌
話
で
あ
る
。
初
め
に
こ
れ
ら
の
歌
話
の
出
所
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
六
六
段
の
末
尾
の

文
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
条
家
本
系
統
の
為
家
本
・
為
氏
本
な
ど
に
、

こ
れ
ら
は
物
が
た
り
に
て
、
よ
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
。

と
あ
る
。
一
方
、
六
条
家
本
系
統
の
諸
本
に
は
、

こ
れ
ら
は
物
が
た
り
に
て
、
よ
に
あ
る
ほ
か
の
こ
と
ど
も
な
り
。

（
勝
命
本
）

こ
れ
は
物
が
た
り
に
て
、
世
に
あ
る
よ
り
ほ
か
の
事
ど
も
な
り
。

（
御
巫
本
）

こ
れ
は
物
が
た
り
に
て
、
世
に
あ
る
ほ
か
の
事
ど
も
な
り
。
（
鈴
鹿
本
）

と
あ
る
。
「
こ
れ
ら
」
と
「
こ
れ
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
治
氏
が

（
３
）

い
わ
れ
た
よ
う
に
、
「
こ
れ
」
と
あ
る
本
に
も
「
事
ど
も
」
と
複
数
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
こ
れ
ら
」
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ

し
て
「
こ
れ
ら
」
は
、
第
一
六
○
’
一
六
六
段
の
す
べ
て
を
受
け
る
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
、
二
条
家
本
系
統
の
「
よ
に
あ
る
こ
と
ど
も
」
と
、
六
条
家
本
系
統

の
「
よ
に
あ
る
（
よ
り
）
ほ
か
の
享
ど
も
」
と
で
は
、
正
反
対
の
内
容
に
な
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
井
源
衛
氏
は
、

こ
の
「
世
に
あ
る
（
よ
り
）
ほ
か
の
事
ど
も
」
と
い
う
文
字
も
、
い
か
に

も
窮
屈
で
あ
り
、
普
通
な
ら
ば
、
「
世
に
あ
る
に
は
異
な
る
こ
と
ど
も
」



と
か
「
世
の
物
語
に
は
異
な
る
」
と
か
書
き
そ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
「
世
に
あ
る
事
ど
も
」
の
中
間
に
後
か
ら
「
（
よ
り
）
ほ
か
の
」
の

文
字
を
挿
み
込
ん
だ
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
こ
の
末
文
に

（
４
）

↑
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
二
条
家
本
の
優
位
が
云
え
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
に
従
い
、
二
条
家
本
系
統
の
本
文
に
よ
り
た
い
と
思

気
ノ
○

「
こ
れ
ら
は
物
が
た
り
に
て
、
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
」
の
意
味
に
つ

い
て
、
北
村
季
吟
は
『
大
和
物
語
抄
』
で
、

こ
の
業
平
の
物
語
は
、
世
が
た
り
に
語
り
伝
へ
て
、
誰
も
知
る
べ
き
事

ど
も
な
る
べ
し
と
に
や
。
又
、
伊
勢
物
語
な
ど
に
て
、
世
に
伝
ふ
る
こ

と
ど
も
な
り
と
に
も
侍
る
べ
し
。

と
い
っ
て
、
「
歌
が
た
り
」
ま
た
は
『
伊
勢
物
語
』
に
よ
っ
て
世
間
に
知
れ

わ
た
っ
て
い
る
享
ど
も
、
と
解
し
て
い
る
。
現
在
も
こ
の
二
税
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
歌
が
た
り
」
と
み
る
の
は
、
高
橋
残
夢
の
『
管
窮
抄
』
、
武
田
祐

（
二
○
）
（
戸
Ｏ
）

吉
・
水
野
駒
雄
著
『
大
和
物
語
詳
解
』
、
雨
海
博
洋
氏
、
片
桐
洋
一
氏
な
ど

で
あ
り
、
『
伊
勢
物
語
』
（
あ
る
い
は
『
業
平
集
』
）
と
み
る
の
は
、
『
大
系
』
『
古

（
可
０
）

典
全
書
』
『
全
集
』
、
山
田
清
市
氏
な
ど
で
あ
り
、
両
者
に
わ
た
る
と
す
る
の

が
、
柿
本
奨
著
『
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
』
で
あ
る
。

じ
つ
は
、
在
中
将
の
歌
話
の
出
所
を
「
歌
が
た
り
」
と
み
る
か
『
伊
勢
物

語
』
（
あ
る
い
は
『
業
平
集
』
）
と
み
る
か
は
、
特
に
第
一
六
○
段
と
第
一
六
五

段
前
半
の
歌
話
の
出
所
と
大
き
く
か
か
わ
り
が
あ
る
。

第
一
六
○
段
（
全
文
は
後
述
）
は
、
在
中
将
と
染
殿
内
侍
の
歌
話
で
、
次
の

二
組
の
贈
答
歌
か
ら
な
る
。

Ａ
秋
萩
を
い
ろ
ど
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
人
の
心
も
う
た
が
は
れ
け
り

（
染
殿
内
侍
）

秋
の
野
を
い
ろ
ど
る
風
は
吹
き
い
と
も
心
は
か
れ
じ
草
葉
な
ら
ね
ば

（
在
中
将
）

Ｂ
大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
か
な
し
き
は
寄
る
瀬
と
も
な
く
し
か
ぞ
泣
く
な

る
（
染
殿
内
侍
）

流
る
と
も
な
に
と
か
見
え
む
手
を
と
り
て
引
き
け
む
人
ぞ
幣
と
知
る
ら

む
（
在
中
将
）

Ａ
の
贈
答
歌
は
『
後
撰
集
』
巻
五
・
秋
上
に
も
み
え
る
が
、
そ
こ
に
は

「
よ
み
人
し
ら
ず
」
「
在
原
業
平
朝
臣
」
（
初
句
「
秋
萩
を
」
）
と
あ
り
、
女
の

名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
『
在
中
将
集
』
（
前
田
家
本
）
に
は
、
「
染
殿

の
内
侍
の
も
と
に
通
ひ
け
る
こ
ろ
、
女
」
「
返
し
」
と
あ
り
、
染
殿
内
侍
の

（
８
）

名
が
み
え
る
。
し
か
し
、
『
在
中
将
集
』
は
片
桐
氏
・
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、

『
後
撰
集
』
か
ら
『
古
今
和
歌
六
帖
』
ま
で
の
間
の
成
立
と
い
わ
れ
、
『
大

和
物
語
』
に
先
行
せ
ず
、
「
大
和
物
語
↓
在
中
将
集
」
の
関
係
に
あ
る
と
い

わ
れ
、
参
考
に
は
な
ら
な
い
。

Ｂ
の
贈
答
歌
は
、
『
伊
勢
物
語
」
（
天
福
本
）
第
四
十
七
段
に
、
「
大
幣
の
引

く
手
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
思
へ
ど
え
こ
そ
頼
ま
ざ
り
け
れ
」
（
女
）
、
「
大
幣

と
名
に
こ
そ
立
て
れ
流
れ
て
も
つ
ひ
に
寄
る
瀬
は
あ
り
と
い
ふ
も
の
を
」

（
男
）
と
い
う
類
歌
が
あ
り
、
こ
の
同
じ
類
歌
が
『
古
今
集
』
巻
十
四
・
恋

四
・
七
○
六
・
七
○
七
に
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
「
業
平
」
と
あ
る
が
、
Ｂ
と

同
じ
歌
は
み
え
な
い
。
結
局
、
第
一
六
○
段
の
歌
話
が
在
中
将
と
染
殿
内
侍

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
大
和
物
語
』
が
初
出
で
あ
る
。

四



ま
た
、
第
一
六
五
段
（
全
文
は
後
述
）
は
、
在
中
将
と
弁
の
御
息
所
の
歌
話

で
、
次
の
二
首
の
和
歌
か
ら
な
る
。

つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
わ
び
し
き
に
今
日
は
と
は
ず
て
暮
し
て
む
と

や
（
在
中
将
）

つ
ひ
に
行
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し

を
（
同
）

｜
づ
ひ
に
行
く
」
の
歌
は
業
平
の
辞
世
の
歌
で
、
『
伊
勢
物
語
』
『
古
今
集
』

『
業
平
集
』
（
諸
本
）
に
み
え
る
が
、
「
つ
れ
づ
れ
と
」
の
歌
は
『
在
中
将
集
』

（
前
田
家
本
）
と
『
業
平
集
』
（
書
陵
部
蔵
雅
平
本
）
の
「
他
本
」
の
部
に
だ
け

み
え
る
。
し
か
し
こ
の
両
本
と
も
『
大
和
物
語
』
以
後
の
成
立
と
い
わ
れ
、

参
考
に
な
ら
な
い
。
第
一
六
五
段
の
「
つ
れ
づ
れ
の
」
の
歌
が
業
平
か
ら
弁

の
御
息
所
に
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
大
和
物
語
』
が
初
出
で
あ
る
。

以
上
の
第
一
六
○
段
と
第
一
六
五
段
前
半
の
歌
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に

も
『
古
今
集
』
に
も
み
え
な
い
の
だ
が
、
で
は
ど
こ
か
ら
収
録
し
た
の
だ
ろ

う
か
。現

存
の
『
伊
勢
物
語
」
は
、
定
家
本
系
統
本
で
一
二
五
段
か
ら
な
る
が
、

（
９
）

『
大
和
物
語
』
が
成
立
し
た
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
ご
ろ
に
、
『
伊
勢
物
語
』

が
ど
の
程
度
の
成
長
増
益
を
経
て
い
た
か
、
そ
の
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ

る
。
第
一
六
三
段
の
「
植
ゑ
し
植
ゑ
ば
」
の
歌
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
五

十
一
段
と
同
じ
で
あ
り
、
第
一
六
四
段
の
「
あ
や
め
刈
り
」
の
歌
話
は
、
『
伊

勢
物
語
』
第
五
二
段
と
同
じ
で
あ
り
、
両
者
順
序
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
『
大

和
物
語
』
の
二
首
の
順
序
が
偶
然
に
『
伊
勢
物
語
』
と
一
致
し
た
と
は
考
え

に
く
く
、
『
大
和
物
語
』
は
「
伊
勢
物
語
』
を
見
て
そ
の
ま
ま
の
順
に
収
録

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
第
一
六
六
段
末
尾
の
「
物
語
」
は
、
成
長
増

益
中
の
『
伊
勢
物
語
』
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
一
方
、
第
一
六
○
段
と
第
一
六
五
段
前
半
の
歌
話
が
、
か
り
に

当
時
の
『
伊
勢
物
語
』
か
『
在
原
業
平
集
』
の
中
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
一
部
で
も
断
簡
と
し
て
で
も
後
世
に
残
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
形
跡
は
ま
っ

た
く
み
ら
れ
な
い
の
は
、
本
来
こ
れ
ら
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
あ
る
い
は

『
業
平
集
』
に
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
「
歌
が
た
り
」
に
よ
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

『
今
昔
物
語
』
巻
二
十
七
の
七
話
「
在
原
業
平
中
将
女
被
し
嗽
し
鬼
語
」
は
、

業
平
が
美
女
を
盗
み
出
し
て
、
北
山
科
の
荒
れ
た
校
倉
の
中
に
連
れ
こ
み
、

臥
し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
雷
電
群
雁
し
た
の
で
、
業
平
は
太
刀
を
抜
い
て

立
ち
向
い
、
雷
は
鳴
り
や
ん
だ
が
、
夜
が
明
け
て
見
る
と
、
女
の
頭
と
衣
だ

け
残
っ
て
い
て
、
女
は
倉
に
住
む
鬼
に
食
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
話
で
、
こ

れ
に
似
た
話
は
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
の
「
鬼
一
口
の
話
」
が
あ
る
。

ま
た
、
『
古
事
談
』
巻
二
の
二
十
八
話
「
業
平
、
小
町
の
歌
に
下
句
を
付

す
る
事
」
は
、
業
平
が
高
子
を
盗
み
出
そ
う
と
し
て
、
高
子
の
兄
た
ち
に
奪

い
返
さ
れ
た
と
き
（
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
の
末
尾
と
一
致
）
、
髻
を
切
ら
れ
、
髪

が
伸
び
る
ま
で
歌
枕
を
見
に
下
り
、
奥
州
八
十
鴫
に
宿
っ
た
夜
、
小
野
小
町

の
澗
骸
の
目
穴
か
ら
薄
の
生
え
て
い
る
の
を
見
て
、
あ
わ
れ
を
催
し
た
話
で
、

『
江
家
次
第
』
巻
十
四
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
巻
七
、
『
無
名
抄
』
な
ど
に
も
同

じ
話
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
『
伊
勢
物
語
』
に
似
た
話
、
あ
る
い
は
、
伊
勢
物
語
の
後
日
課

で
、
怪
奇
性
を
加
え
て
話
を
お
も
し
ろ
く
展
開
し
て
い
て
、
到
底
業
平
の
実

五



そ
れ
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
と
「
歌
が
た
り
」
の
中
か
ら
、
第
一
六
○
’

一
六
六
段
は
何
を
基
準
に
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る

（
皿
）

の
は
、
第
一
部
で
「
恋
の
あ
は
れ
」
が
八
十
二
段
を
占
め
て
主
流
を
な
す
の

を
受
け
て
、
こ
の
七
段
も
男
女
間
の
愛
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
を
選
択
し

た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
『
伊
勢
物
語
』
第
四
段
の
「
西
の
対
の
女
」

の
話
や
、
第
五
段
の
「
築
地
の
く
ず
れ
」
の
話
、
第
六
十
九
段
の
「
伊
勢
斎

宮
」
の
話
、
第
一
二
三
段
の
「
深
草
の
女
」
の
話
な
ど
、
一
際
あ
わ
れ
深
い

話
が
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
を
選
ぶ
に
際
し
て
、

在
中
将
の
「
恋
の
あ
は
れ
」
の
歌
話
な
ら
何
で
も
採
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

特
に
優
れ
た
内
容
だ
か
ら
採
る
と
い
う
の
で
も
な
く
、
何
か
他
の
基
準
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
い
。

話
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
業
平
に
関
す
る
、
あ
る
こ
と
、
な
い
こ
と
の

「
歌
が
た
り
」
が
、
『
伊
勢
物
語
』
や
「
業
平
集
』
と
は
別
に
世
間
に
流
布

し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
業
平
の
話
は
『
伊
勢
物
語
』
と
な
り
「
歌
が
た
り
」
と

な
り
両
者
が
補
い
合
う
形
で
人
々
の
耳
目
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
六
六
段
末
尾
の
「
物
語
」
は
、
成
長
増
益
中
の
『
伊
勢
物
語
』
と
「
歌

が
た
り
」
の
両
者
に
わ
た
る
と
み
た
い
。
「
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
：
：
：
」
は
、

「
こ
れ
ら
の
在
中
将
の
歌
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
や
『
歌
が
た
り
』
と
な
っ

て
、
世
間
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
事
ど
も
で
あ
る
」
の
意
と
な
ろ
う
。

そ
の
基
準
は
次
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。

⑩
在
中
将
と
後
宮
の
女
と
の
歌
話
に
限
る
。

②
第
一
部
の
歌
材
と
同
じ
か
、
そ
れ
に
近
い
内
容
の
歌
を
選
ぶ
。

以
下
、
各
段
ご
と
に
述
べ
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
六
○
段
お
な
じ
内
侍
に
、
在
中
将
住
み
け
る
時
、
中
将
の
も
と
に
よ
み
て
や

，
り
け
る
、
◇

秋
萩
を
い
ろ
ど
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
人
の
心
も
う
た
が
は
れ
け
り

と
あ
り
け
れ
ば
、
返
し
、

秋
の
野
を
い
ろ
ど
る
風
は
吹
き
い
と
も
心
は
か
れ
じ
草
葉
な
ら
ね

ば

と
な
む
い
へ
り
け
る
。

か
く
て
、
住
ま
ず
な
り
て
の
ち
、
中
将
の
も
と
よ
り
、
衣
を
な
む
し

に
お
こ
せ
た
り
け
る
。
そ
れ
に
、
「
洗
は
ひ
な
ど
す
る
人
な
く
て
、
い
と

わ
び
し
く
な
む
あ
る
。
な
ほ
か
な
ら
ず
し
て
た
ま
へ
」
と
な
む
あ
り
け

れ
ば
、
内
侍
、
「
御
心
も
て
あ
る
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。

大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
か
な
し
き
は
寄
る
瀬
と
も
な
く
し
か
ぞ
泣

く
な
る
」

と
な
む
い
ひ
や
り
た
り
け
る
。
中
将
、

流
る
と
も
な
に
と
か
見
え
む
手
を
と
り
て
引
き
け
む
人
ぞ
幣
と
知

る
ら
む

と
な
む
い
ひ
け
る
。

こ
の
段
は
前
段
の
染
殿
内
侍
の
歌
話
の
並
び
で
あ
る
が
、
一
連
の
在
中
将

一

／､



の
話
と
し
て
は
初
出
で
あ
る
。
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
前
半
は
染
殿
内
侍

の
も
と
に
在
中
将
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ
の
贈
答
歌
で
、
‐
た
が
い
に
相
手
を
疑

い
な
が
ら
も
仲
睦
ま
じ
か
つ
た
初
期
の
こ
ろ
の
話
蕊
後
半
は
後
日
の
冷
め
た

関
係
の
交
渉
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
前
半
の
贈
答
歌
は

「
後
撰
集
』
に
は
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
「
在
原
業
平
朝
臣
」
と
あ
る
。
こ
の

話
が
染
殿
内
侍
と
在
中
将
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
「
歌
が
た
り
」
に
よ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
段
の
歌
材
の
中
心
は
「
衣
」
で
あ
る
。
着
物
は
直
接
身
に
つ
け
る
物

で
あ
り
、
そ
の
仕
立
て
を
女
に
依
頼
す
る
の
は
、
二
人
の
親
密
な
関
係
の
復

活
を
願
う
男
の
気
持
を
表
し
て
い
る
。
「
衣
」
「
洗
は
ひ
」
は
第
一
部
の
第
二

十
七
段
で
、
比
叡
山
に
住
む
戒
仙
が
、
親
の
も
と
に
衣
を
洗
い
に
寄
こ
す
話

に
類
似
す
る
。

第
一
六
一
段
在
中
将
、
二
条
の
后
の
宮
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
だ

人
に
お
は
し
ま
し
け
る
世
に
、
よ
ば
ひ
奉
り
け
る
時
、
ひ
じ
き
と
い
ふ

物
を
お
こ
せ
て
、
か
く
な
む
、

思
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
物
に
は
袖
を
し

つ
つ
聖
ｂ

と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
。
返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
。

さ
て
、
后
の
宮
、
春
宮
女
御
と
聞
え
て
、
大
原
野
に
ま
う
で
給
ひ
け

り
。
御
と
も
に
、
上
達
部
、
殿
上
人
、
い
と
多
く
仕
う
ま
つ
り
け
り
。

在
中
将
も
仕
う
ま
つ
れ
り
。
お
ほ
む
車
の
あ
た
り
に
、
な
ま
暗
き
を
り

に
立
て
り
け
り
。
宮
し
ろ
（
諸
本
「
宮
し
ろ
に
て
」
。
「
御
社
に
て
」
か
）
、
お

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

ほ
か
た
の
人
々
禄
賜
は
り
て
の
ち
な
り
け
り
。
御
車
の
し
り
よ
り
、
，
奉

れ
る
お
ほ
む
単
の
御
衣
を
か
づ
け
き
せ
給
へ
り
け
り
。
在
中
将
、
賜
は

る
ま
ま
に
、
：

大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
こ
と
を
思
ひ
出
づ
ら
め

と
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
。
昔
を
思
し
出
で
て
、
を
か
し
と
お
ぼ
し

け
り
。

こ
の
段
も
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
懸
想
じ
け
る
女
の
も
と
に
、
ひ
じ
き
も
と
い
ふ

物
を
や
る
と
て
、

思
ひ
あ
ら
ぱ
む
ぐ
ら
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
も
の
に
は
袖
を

し
つ
つ
も
‐

二
条
の
后
の
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
だ
人
に
て
お
は

し
ま
し
け
る
時
の
こ
と
な
り
。
（
三
段
）

ま
た
、
後
半
は
『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
二
条
の
后
の
ま
だ
春
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
、
氏
神
に
ま

う
で
給
ひ
け
る
に
、
近
衛
府
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
、
人
々
の
禄
賜
は
る

つ
い
で
に
、
御
車
よ
り
賜
は
り
て
、
よ
み
て
奉
り
け
る
。

大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
こ
と
も
思
ひ
出
づ
ら
め

と
て
、
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
む
、
い
か
が
思
ひ
け
む
、
知
ら
ず

か
し
。
（
七
十
六
段
）

今
井
氏
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
三
段
の
、
「
ひ
じ
き
も
と
い
ふ
物
」
「
二
条
の

后
の
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
だ
人
に
て
お
は
し
ま
し
け
る

七



時
」
の
部
分
が
、
ほ
と
ん
ど
正
確
に
『
大
和
物
語
』
の
本
文
と
一
致
す
る
の

で
、
「
類
話
と
い
う
よ
り
は
、
何
ら
か
の
害
承
関
係
を
推
察
さ
せ
る
の
で
あ

（
ｕ
）

る
」
と
い
わ
れ
た
が
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。
た
だ
『
伊
勢
物
語
』
で
は
「
懸

想
じ
け
る
女
」
が
相
手
で
、
二
条
の
后
は
補
足
的
・
暴
露
的
に
登
場
す
る
に

過
ぎ
な
い
が
、
『
大
和
物
語
』
で
は
最
初
か
ら
「
二
条
の
后
」
が
相
手
で
あ

り
、
同
じ
「
歌
物
語
」
と
い
っ
て
も
、
両
書
の
性
格
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
。

後
半
の
「
お
ほ
む
車
の
あ
た
り
に
、
な
ま
暗
き
を
り
に
立
て
り
け
り
。
…

…
在
中
将
、
賜
は
る
ま
ま
に
」
の
部
分
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
「
近
衛
府

に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
、
．
：
：
．
よ
み
て
奉
り
け
る
」
と
あ
り
、
『
古
今
集
』
に
は
、

「
二
条
の
后
の
、
ま
だ
東
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
に
、
大
原
野
に
ま
う

で
給
ひ
け
る
日
よ
め
る
（
同
歌
）
業
平
の
朝
臣
」
（
巻
十
七
・
雑
上
・
八
七
一
）

と
あ
る
。
『
大
和
物
語
』
で
は
、
二
条
の
后
が
業
平
へ
特
別
に
衣
を
賜
給
し

や
す
い
よ
う
に
、
業
平
が
車
の
近
く
に
、
薄
暗
い
と
き
に
立
っ
て
い
た
、
と

い
う
状
況
を
設
定
し
、
車
の
後
部
か
ら
二
条
の
后
の
お
召
し
の
着
物
を
禄
と

し
て
賜
わ
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
大
和
物
語
』
に
だ
け
あ
り
、
特
に
注

目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
井
氏
は
、

二
月
か
十
一
月
と
い
う
寒
い
季
節
に
、
重
ね
着
た
桂
の
下
の
そ
れ
を
、

車
中
で
脱
い
で
与
え
る
と
い
う
の
も
、
い
か
に
二
条
の
后
と
は
云
え
、

い
さ
さ
か
作
り
ご
と
が
過
ぎ
る
。
こ
れ
も
な
ま
め
か
し
い
后
の
肌
の
香

や
ぬ
く
も
り
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
為
の
作
者
の
工
夫
で
あ
る

垢
ハ
ノ
。

と
い
わ
れ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
前
段
の
歌
材
の
「
衣
」
が
こ
の
段

で
も
中
心
で
、
「
お
ほ
む
単
の
御
衣
」
に
こ
も
る
二
条
の
后
の
肌
の
香
や
い

く
も
り
を
通
し
て
、
業
平
は
恋
の
回
想
に
ひ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
条

の
后
の
「
お
ほ
む
単
の
御
衣
」
を
賜
わ
る
と
い
う
構
想
は
、
前
段
の
「
衣
」

と
歌
材
を
同
じ
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
『
大
和
物
語
』
作
者
の
虚
構
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
六
二
段
又
、
在
中
将
、
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
御
息
所
の
御
方
よ
り
、
忘
れ
草

を
な
む
、
「
こ
れ
は
、
な
に
と
か
い
ふ
」
と
て
給
へ
り
け
れ
ば
、
中
将
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
べ
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も

頼
ま
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
お
な
じ
草
を
、
し
の
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
・
へ
ぱ
、

そ
れ
よ
り
な
む
よ
み
た
り
け
る
。

こ
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
一
○
○
段
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
男
、
後
涼
殿
の
は
ざ
ま
を
渡
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
む
ご
と
な
き

人
の
御
局
よ
り
、
忘
れ
草
を
、
「
し
の
ぶ
草
と
や
い
ふ
」
と
て
、
出
だ
さ

せ
給
へ
り
け
れ
ば
、
賜
は
り
て
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
べ
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も

頼
ま
む

『
在
中
将
集
』
（
前
田
家
本
）
、
『
業
平
集
』
（
雅
平
本
）
の
「
他
本
」
の
部
に

も
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
は
『
大
和
物
語
』
以
後
の
成
立
で
、

参
考
に
な
ら
な
い
。

忘
れ
草
は
、
『
和
名
抄
』
に
、
「
萱
草
、
一
名
忘
憂
、
和
須
礼
久
佐
（
巻
二

十
）
と
あ
り
、
ユ
リ
科
の
宿
根
草
で
あ
る
。
し
の
ぶ
草
は
、
『
和
名
抄
』
に
、

「
垣
衣
、
一
名
烏
韮
、
之
乃
布
久
佐
」
（
巻
二
十
）
と
あ
り
、
ウ
ラ
ボ
シ
科
の
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シ
ダ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
別
の
草
で
あ
る
の
に
、
こ
の
段
で
同
じ

草
だ
と
言
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
賀
茂
真
淵
が
『
大
和
物
語
直
解
』
で
、

明
ら
か
に
別
な
ろ
を
、
此
物
語
か
く
人
の
誤
れ
る
也
・
是
よ
り
後
の
人

さ
ま
ざ
ま
い
へ
ど
、
皆
ふ
る
き
事
を
知
ら
で
、
此
物
語
な
ど
に
よ
れ
る

は
、
い
ふ
に
も
た
ら
ぬ
わ
ざ
な
り
。

と
い
っ
た
よ
う
に
、
『
大
和
物
語
』
作
者
の
誤
解
で
あ
る
。

そ
の
誤
解
の
由
来
に
つ
い
て
、
今
井
氏
は
、
『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
女
が
忘

れ
草
を
さ
し
て
、
「
し
の
ぶ
草
と
や
い
ふ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
の
に
、
『
大

和
物
語
』
作
者
は
、
女
が
「
忘
れ
草
を
し
の
ぶ
草
と
や
い
ふ
」
と
言
っ
た
の

（
聡
）

だ
と
誤
解
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
た
。
当
時
の
文
は
会
話
に
「
」
を
つ

け
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
誤
り
も
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
大
和
物
語
』
の
「
御
息
所
」
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に
は
「
あ

る
や
む
ご
と
な
き
人
」
と
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
人
名
は
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、
「
大
和
物
語
』
で
は
、
第
一
六
一
段
に
も
第
一
六
三
段
に
も

二
条
の
后
（
高
子
）
が
登
場
す
る
か
ら
、
こ
の
段
の
「
御
息
所
」
も
二
条
の

后
で
あ
ろ
う
。

高
子
を
「
御
息
所
」
と
呼
ん
だ
時
期
は
、
前
段
で
引
用
し
た
『
古
今
集
』

巻
十
七
の
詞
害
に
、
「
二
条
の
后
の
、
ま
だ
東
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
」

（
皿
）

と
あ
り
、
陽
成
天
皇
の
皇
太
子
時
代
（
貞
観
十
一
年
二
月
ｌ
同
十
八
年
十
一
月
）

の
こ
と
で
、
前
段
に
「
春
宮
女
御
」
と
あ
る
時
期
と
一
致
す
る
。
本
来
『
伊

勢
物
語
』
で
は
特
定
の
人
名
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
『
大
和
物
語
』
で
は
、

前
段
の
「
春
宮
女
御
」
か
ら
同
意
の
「
東
宮
の
御
息
所
」
を
連
想
し
、
「
御

息
所
」
で
二
条
の
后
を
暗
示
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
大
和
物
語
抄
」
も

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

第
一
六
三
段
在
中
将
に
、
后
の
宮
よ
り
菊
召
し
け
れ
ば
、
奉
り
け
る
つ
い
で
に
、

植
ゑ
し
植
ゑ
ぱ
秋
な
き
時
や
咲
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ

枯
れ
め
や

と
言
い
つ
け
て
奉
り
け
る
。

こ
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
五
十
一
段
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
男
、
人
の
前
栽
に
菊
植
ゑ
け
る
に
、

植
ゑ
し
植
ゑ
ぱ
秋
な
き
時
や
咲
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ

枯
れ
め
や

ま
た
、
『
古
今
集
』
に
、
「
人
の
前
栽
に
菊
を
結
び
つ
け
て
植
ゑ
け
る
（
同

歌
）
在
原
業
平
の
朝
臣
」
（
巻
五
・
秋
下
・
二
六
八
）
、
『
在
原
業
平
朝
臣
集
」
（
神

宮
文
庫
蔵
）
に
、
「
人
の
も
と
な
る
前
栽
に
結
ひ
つ
け
侍
に
け
る
（
同
歌
）
」
（
六
）

と
あ
る
。

こ
れ
ら
に
「
人
‐
一
と
あ
る
が
、
『
大
和
物
語
』
に
は
「
后
の
宮
」
と
あ
る
。

「
御
息
所
」
を
二
条
の
后
と
解
し
た
ら
し
く
、
こ
の
段
を
「
前
段
の
な
ら
び
」

と
す
る
。

こ
の
段
は
、
草
花
の
「
忘
れ
草
」
と
「
し
の
ぶ
草
」
を
歌
材
と
し
、
「
あ

な
た
を
忘
れ
て
い
な
い
。
人
目
を
忍
ん
で
恋
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
男

の
気
持
が
中
心
で
あ
る
。
「
忘
れ
草
」
を
歌
材
と
し
た
の
は
、
第
一
部
の
第

十
六
段
で
、
陽
成
院
の
す
け
の
御
と
ま
ま
ち
ち
の
少
将
が
、
忘
れ
草
を
歌
材

に
し
て
贈
答
し
た
の
に
類
似
す
る
。

四
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山
田
氏
は
こ
の
「
后
の
宮
」
は
、
『
原
撰
業
平
集
』
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

い
わ
れ
た
が
、
私
は
前
段
ま
で
に
な
ら
っ
て
、
『
大
和
物
語
」
作
者
の
虚
構

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
本
来
は
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
よ
う
に
、
業
平
が
普
通

の
人
に
菊
（
当
時
は
外
来
の
珍
し
い
草
花
）
を
贈
る
歌
で
あ
っ
た
が
、
『
大
和

物
語
』
で
は
、
か
っ
て
の
恋
人
の
二
条
の
后
に
贈
る
こ
と
に
し
て
、
変
ら
ぬ

慕
情
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
段
は
、
前
段
と
同
じ
く
草
花
の
「
菊
」
を
歌
材
に
し
て
い
る
。
「
菊
」

を
歌
材
と
し
た
の
は
、
第
一
部
の
第
四
十
九
段
で
、
宇
多
天
皇
が
斎
院
の
皇

女
（
第
三
皇
女
の
君
子
内
親
王
）
に
菊
を
贈
ら
れ
た
話
に
類
似
す
る
。

第
一
六
四
段
在
中
将
の
も
と
に
、
人
の
、
飾
り
ち
ま
き
を
お
こ
せ
た
り
け
る
返
り

事
に
、
か
く
い
ひ
や
り
け
る
、

あ
や
め
刈
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ
け
る
我
は
野
に
出
で
て
狩
る
ぞ

わ
び
し
き

と
て
、
推
を
な
む
や
り
け
る
。

こ
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
五
十
二
段
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
男
あ
り
け
り
。
人
の
も
と
よ
り
飾
り
ち
ま
き
お
こ
せ
た
り
け
る

返
り
ご
と
に
、

あ
や
め
刈
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ
け
る
我
は
野
に
出
で
て
狩
る
ぞ

わ
ぴ
し
き

と
て
、
錐
を
な
む
や
り
け
る
。

こ
の
歌
は
同
音
の
「
刈
る
」
「
狩
る
」
を
用
い
て
、
君
と
我
の
行
為
を
対

照
的
に
よ
ん
だ
点
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
も
『
大
和
物
語
』

も
相
手
は
「
人
」
で
あ
り
、
本
来
は
同
性
の
友
人
で
あ
ろ
う
が
、
『
大
和
物

語
』
作
者
は
、
「
あ
や
め
」
に
「
文
目
」
（
見
分
け
、
物
の
判
断
）
を
か
け
、
方

角
が
分
か
ら
ず
迷
う
意
の
「
惑
ふ
」
に
、
心
が
乱
れ
る
意
の
「
惑
ふ
」
を
か

け
、
「
あ
や
め
」
と
「
ま
ど
ふ
」
を
縁
語
と
し
、
「
人
」
は
前
段
ま
で
と
同
じ

く
二
条
の
后
を
暗
示
し
、
業
平
が
二
条
の
后
を
し
の
ん
で
心
を
惑
わ
す
意
を

含
め
て
い
よ
う
。
『
妙
』
も
「
人
」
を
二
条
の
后
と
解
し
た
ら
し
く
、
こ
の

段
を
前
段
の
「
な
ら
び
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
段
は
、
前
段
と
同
じ
く
草
花
の
「
あ
や
め
」
を
歌
材
と
す
る
。
「
雄
」

を
返
す
の
は
、
第
一
部
の
第
八
十
二
段
で
、
藤
原
季
縄
女
の
右
近
に
、
故
権

中
納
言
（
藤
原
敦
忠
）
が
雄
を
贈
る
話
に
類
似
す
る
。

第
一
六
五
段
水
の
尾
の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
御
息
所
と
て
い
ま

す
か
り
け
る
を
、
帝
御
ぐ
し
お
ろ
し
給
う
て
の
ち
に
、
ひ
と
り
い
ま
す

か
り
け
る
を
、
在
中
将
、
し
の
び
て
通
ひ
け
り
。
中
将
病
い
と
重
く
し

て
わ
づ
ら
ひ
け
る
、
も
と
の
妻
ど
も
も
あ
り
。
こ
れ
は
い
と
し
の
び
て

あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
行
き
も
と
ぶ
ら
ひ
給
は
ず
。
し
の
び
し
の
び
に

な
む
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
、
日
々
に
あ
り
け
り
。
き
る
に
、
と
は
い
日

な
む
あ
り
け
る
。
病
も
い
と
重
り
て
、
そ
の
日
に
な
り
に
け
り
。
中
将

の
も
と
よ
り
、

つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
わ
び
し
き
に
今
日
は
と
は
ず
て
暮
し
て

む
と
や

と
て
お
こ
せ
た
り
。
弱
く
な
り
に
た
り
と
て
、
い
と
い
た
く
泣
き
さ
わ

ぎ
て
、
返
り
事
な
ど
も
せ
む
と
す
る
ほ
ど
に
、
「
死
に
け
り
」
と
聞
き
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て
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
り
。
死
な
む
と
す
る
こ
と
今
々
と
な
り
て
、

よ
み
た
り
け
る
、

つ
ひ
に
行
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ

り
し
を

と
よ
み
て
な
む
絶
え
は
て
に
け
る
。

こ
の
話
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
伊

勢
物
語
』
『
古
今
集
』
『
業
平
集
』
な
ど
に
み
え
ず
、
「
歌
が
た
り
」
な
ど
に

よ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
左
大
弁
」
に
つ
い
て
『
妙
』
は
、

藤
原
良
近
也
。
い
せ
物
語
に
は
左
中
弁
と
有
り
。
後
左
大
弁
也
。
中
納

言
吉
野
ノ
四
男
、
神
祇
伯
、
従
四
位
下
也
。

と
い
う
が
、
今
井
氏
は
良
近
の
官
歴
を
調
べ
て
、
左
大
弁
に
は
な
っ
て
い
な

（
蝿
）

い
と
い
わ
れ
た
。
結
局
、
「
左
大
弁
」
が
誰
を
さ
す
か
は
未
詳
で
あ
る
。

後
半
は
『
伊
勢
物
語
』
第
一
二
五
段
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
男
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
地
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

つ
ひ
に
行
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ

り
し
を

ま
た
、
『
古
今
集
』
に
、
「
病
し
て
弱
く
な
り
に
け
る
時
、
よ
め
る
（
同
歌
）

業
平
の
朝
臣
」
（
巻
十
六
・
哀
傷
歌
．
八
六
一
）
、
『
在
原
業
平
朝
臣
集
』
（
神
宮
文

（
マ
マ
）

庫
蔵
）
に
、
「
病
し
て
、
か
ぎ
り
と
お
も
た
へ
し
に
、
人
に
造
は
し
け
る
」

（
五
八
）
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
大
和
物
語
』
よ
り
や
や
後
の
成
立
と
い
わ
れ
る
『
在
中
将

集
』
（
前
田
家
本
）
に
は
、

水
の
尾
の
御
時
、
右
大
弁
の
む
す
め
弁
の
御
息
所
と
て
さ
ぶ
ら
ひ

『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

け
る
を
、
帝
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
た
ま
て
後
、
い
と
し
の
び
て
語
ら

ひ
け
る
ほ
ど
に
、
わ
づ
ら
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
ば
、
し
の
び
て
、
女
、

日
々
に
と
ぶ
ら
ひ
け
る
を
、
い
か
な
る
事
か
あ
り
け
む
、
消
息
を

こ
せ
ざ
り
け
る
日
、
心
地
も
い
と
弱
う
な
り
に
け
れ
ば
、
い
ひ
や

り
け
る
、

つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
地
の
わ
び
し
き
に
今
日
は
と
は
ず
て
暮
し
て
む

と
や
（
二
八
）

わ
づ
ら
ひ
て
、
今
は
か
ぎ
り
と
お
ぼ
え
け
れ
ば

つ
ゐ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し

を
（
八
二
）

の
よ
う
に
、
二
首
別
々
の
と
き
の
歌
と
し
て
あ
り
、
『
業
平
集
』
（
雅
平
本
）
も

ほ
ぼ
こ
れ
と
同
文
で
、
別
々
に
あ
る
。
こ
の
両
集
が
も
し
『
大
和
物
語
』
に

よ
っ
た
の
な
ら
ば
、
二
首
に
し
て
離
れ
離
れ
に
載
せ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

の
に
、
別
々
の
と
き
の
歌
に
な
っ
て
い
の
は
、
『
大
和
物
語
』
以
外
の
、
「
歌

が
た
り
」
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
二
首
の
歌

は
、
本
来
別
々
の
と
き
の
歌
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
『
大
和
物
語
』

作
者
が
、
「
病
」
を
つ
な
ぎ
と
し
て
一
連
の
歌
話
に
仕
上
げ
、
後
半
を
主
に

前
半
を
従
に
構
成
し
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
段
は
、
「
今
日
」
「
昨
日
」
を
歌
材
と
す
る
。
「
死
」
を
よ
ん
だ
も
の

は
、
第
一
部
の
第
五
十
五
段
で
、
人
の
国
へ
下
っ
た
男
が
死
ぬ
話
に
類
似
す

ブ
。
○

第
一
六
六
段
在
中
将
物
見
に
出
で
て
、
女
の
よ
し
あ
る
車
の
も
と
に
立
ち
ぬ
。
下
す



だ
れ
の
は
ざ
ま
よ
り
、
こ
の
女
の
顔
い
と
よ
く
見
て
け
り
。
物
な
ど
い

ひ
か
は
し
け
り
。
こ
れ
も
か
れ
も
帰
り
て
、
あ
し
た
に
よ
み
て
や
り
け

る

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
き
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が

め
暮
さ
む

と
あ
れ
ば
、
女
、
返
し
、

見
も
見
ず
も
誰
と
知
り
て
か
恋
ら
る
る
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
今
日
の

な
が
め
や

と
ぞ
い
へ
り
け
る
。

こ
れ
ら
は
物
が
た
り
に
て
、
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
。

こ
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
第
九
十
九
段
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昔
、
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
向
ひ
に
立
て
た
り
け
る
車
に
、

女
の
顔
の
下
す
だ
れ
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、
中
将
な
り
け
る
男

の
よ
み
て
や
り
け
る
。

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が

め
暮
さ
む

返
し
、
知
る
知
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
分
き
て
い
は
む
思
ひ
の
み
こ
そ
し

る
べ
な
り
け
れ

ま
た
、
『
古
今
集
』
に
、
「
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
向
ひ
に
立
て
た

り
け
る
車
の
下
す
だ
れ
よ
り
、
女
の
顔
の
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、
よ
み
て

進
は
し
け
る
（
同
歌
）
在
原
業
平
朝
臣
」
（
巻
十
一
・
恋
一
・
四
七
六
）
、
「
返
し
、

（
同
歌
Ｉ
「
知
る
知
ら
ぬ
」
）
よ
み
人
し
ら
ず
，
一
（
同
．
四
七
七
）
と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
在
中
将
集
』
（
前
田
家
本
）
に
は
、

右
近
の
馬
場
の
手
つ
が
ひ
に
、
向
ひ
に
立
て
り
け
る
車
の
下
す
だ

れ
よ
り
、
は
つ
か
に
女
の
見
え
け
れ
ば
、
遣
は
し
け
る

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め
暮

さ
む
（
二
二
）

返
し

比
歌
多
本
無
一
本
有
之

見
も
見
ず
も
誰
と
知
り
て
か
恋
ら
る
る
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
今
日
の
な
が

め
や
（
二
三
）

又

知
る
知
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
分
き
て
い
は
む
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ

な
り
け
れ
（
二
四
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
女
の
返
歌
に
「
見
も
見
ず
も
」
と
「
知
る
知

ら
ぬ
」
の
二
首
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
伝
わ
る
『
伊
勢
物
語
』
『
古

今
集
』
の
諸
本
や
、
『
在
中
将
集
』
以
外
の
『
業
平
集
』
の
諸
本
は
、
す
べ

て
「
知
る
知
ら
ぬ
」
の
歌
だ
け
が
あ
り
、
「
見
も
見
ず
も
」
の
歌
は
な
い
。

し
か
し
、
顕
昭
の
『
古
今
集
註
』
に
、

又
、
伊
勢
物
語
ノ
中
一
一
ハ
、
事
外
ノ
歌
次
第
モ
カ
ハ
リ
、
広
路
ハ
ベ
ル

中
二
、
普
通
本
ト
オ
ボ
シ
キ
ニ
ハ
、
左
近
ノ
ム
マ
バ
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
曰
ト

カ
キ
テ
、
中
将
ナ
リ
ケ
ル
オ
ト
コ
ト
カ
ケ
リ
。
普
通
ニ
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本

一
一
ハ
、
右
近
ノ
馬
場
ノ
テ
ッ
ガ
ヒ
ノ
ヒ
ト
カ
キ
テ
、
中
将
ナ
リ
ヶ
ル
人

ト
カ
ケ
リ
。
。
…
：
但
、
普
通
伊
勢
物
語
一
一
ハ
、
古
今
ノ
マ
、
ノ
贈
答
也
。

普
通
ナ
ラ
ヌ
本
ニ
ハ
、
此
歌
ノ
返
歌
ヲ
女
ノ
カ
ヘ
シ
ト
テ
、
「
ミ
モ
ミ

ヌ
モ
タ
レ
ト
シ
リ
テ
カ
コ
ヒ
ラ
ル
、
オ
ポ
ッ
カ
ナ
ミ
ノ
ケ
フ
ノ
ナ
ガ
メ

＝



ヤ
」
、
又
、
「
オ
ト
コ
返
シ
」
「
シ
ル
シ
ラ
ヌ
ナ
ニ
カ
ア
ヤ
ナ
ク
ワ
キ
テ

イ
ハ
ム
オ
モ
ヒ
ノ
ミ
コ
ソ
シ
ル
ベ
ナ
リ
ケ
レ
」
。
（
巻
十
一
）

と
あ
り
、
「
普
通
伊
勢
物
語
」
は
「
知
る
知
ら
ぬ
」
を
女
の
返
歌
と
し
、
「
普

通
ニ
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本
」
は
「
見
も
見
ず
も
」
を
女
の
返
歌
と
し
、
そ
れ
に
対

す
る
男
の
返
歌
を
「
知
る
知
ら
ぬ
」
と
す
る
。
ま
た
、
『
在
中
将
集
』
の
よ

う
だ
と
、
「
見
も
見
ず
も
」
「
知
る
知
ら
ぬ
」
の
両
歌
が
女
の
返
歌
と
な
る
。

顕
昭
の
い
う
「
普
通
ニ
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本
」
は
現
在
明
ら
か
で
な
い
が
、
か

り
に
そ
の
『
伊
勢
物
語
』
が
平
安
時
代
中
・
後
期
に
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、

女
の
返
歌
を
「
知
る
知
ら
ぬ
」
と
す
る
本
と
、
「
見
も
見
ず
も
」
と
す
る
本

が
あ
り
、
『
大
和
物
語
』
は
そ
の
後
者
の
流
れ
る
汲
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
首
の
う
ち
、
男
の
歌
に
対
す
る
答
歌
と
し
て
は
、
「
見
も
見
ず
も
」

の
方
が
よ
く
適
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
見
も
見
ず
も
」
の
歌
は
、
贈
歌
の

「
見
る
」
「
今
日
」
「
な
が
め
」
の
語
を
受
け
、
両
歌
と
も
「
み
ず
」
（
水
）
、

「
み
」
（
水
）
、
「
な
が
め
」
（
長
雨
）
が
縁
語
と
な
り
、
両
歌
が
よ
く
調
和
し
て

い
る
。こ
の
段
は
、
前
段
と
同
じ
く
「
今
日
」
を
歌
材
と
す
る
。
柿
本
氏
が
、
「
前

（
Ⅳ
）

段
で
臨
終
の
話
を
し
た
か
ら
、
本
殿
は
名
残
の
話
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
通

り
、
前
段
で
業
平
の
死
を
え
が
い
て
、
在
中
将
の
歌
話
は
い
ち
お
う
終
了
し

た
が
、
前
段
の
「
昨
日
今
日
」
の
語
に
引
か
れ
て
、
「
今
日
の
な
が
め
」
の

歌
話
を
補
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
女
の
名
は
特
に
必
要
と
し

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
『
大
和
物
語
』
在
中
将
諸
段
の
構
成

以
上
の
在
中
将
諸
段
（
第
一
六
○
’
一
六
六
段
）
の
構
成
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

癖
二
斗
毛
蕊
川
痒
神
啼
韮
藝
》
岫
酷
”
識
藏
｝
衣

第
一
六
二
段
ｌ
在
中
将
と
二
条
の
后
の
歌
話
一
草
花

第
一
六
三
段
Ｉ
在
中
将
と
二
条
の
后
の
歌
話

第
一
六
四
段
Ｉ
在
中
将
と
二
条
の
后
の
歌
話

第
一
六
五
段
ｌ
在
中
将
と
弁
の
御
息
所
の
歌
話
と
在
中
将
の
死
｝
今
日

第
一
六
六
段
ｌ
在
中
将
と
女
車
の
主
の
歌
話

第
一
五
九
段
に
染
殿
内
侍
と
右
大
臣
源
能
有
の
歌
話
を
収
録
し
た
の
で
、

第
一
六
○
段
は
染
殿
内
侍
を
つ
な
ぎ
と
し
て
、
染
殿
内
侍
と
在
中
将
の
歌
話

を
収
録
し
た
。
次
の
第
一
六
一
段
は
在
中
将
を
つ
な
ぎ
と
し
て
、
在
中
将
と

二
条
の
后
の
歌
話
を
収
録
し
た
。
こ
の
段
は
前
半
の
若
年
の
恋
と
、
後
半
の

後
年
の
話
を
結
び
つ
け
て
い
る
か
ら
、
在
中
将
と
二
条
の
后
の
歌
話
は
、
本

来
こ
の
段
だ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
草
花
に
関
連
の
あ
る
、
気
の

き
い
た
小
話
を
二
条
の
后
の
話
に
仕
立
て
、
第
一
六
二
’
一
六
四
段
と
し
て

追
加
し
、
次
の
第
一
六
五
段
で
在
中
将
の
死
を
収
録
す
る
に
当
り
、
そ
の
直

前
に
在
中
将
と
弁
の
御
息
所
の
歌
話
を
持
っ
て
き
て
、
在
中
将
の
死
を
印
象

強
く
し
た
。
そ
し
て
、
さ
い
ご
の
第
一
六
六
段
で
、
在
中
将
の
逸
話
を
補
足

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
第
一
六
二
段
か
ら
第
一
六
六
段
ま
で
は
、
気
の
向
く
ま
ま

に
、
『
大
和
物
語
』
作
者
が
追
記
し
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

三
二二



〔
注
〕

（
１
）
雨
海
博
洋
氏

（
妬
）
今
井
氏
「
評
釈
」
五
十
二
（
「
国
文
学
」
第
十
一
巻
十
四
号
）
。

（
Ⅳ
）
柿
本
奨
氏
『
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
』
。

（
も
り
も
と
・
し
げ
る
奈
良
大
学
教
授
）

（
２
）
高
橋
正
治
氏
校
注
『
大
和
物
語
』
（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
解
説
。

（
３
）
高
橋
正
治
氏
『
大
和
物
語
』
。

（
４
）
今
井
源
衛
氏
「
大
和
物
語
評
釈
」
五
十
二
（
「
国
文
学
」
第
十
一
巻
十
四
号
）
。

（
５
）
雨
海
博
洋
氏
「
大
和
物
語
の
伊
勢
物
語
意
識
ｌ
大
和
一
六
○
段
・
一
六
五
段

を
中
心
と
し
て
考
察
ｌ
」
（
『
論
叢
王
朝
文
学
』
所
収
）
。

（
６
）
片
桐
洋
一
氏
『
伊
勢
物
語
の
研
究
』
研
究
篇
。

（
７
）
山
田
清
市
氏
『
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
』
。

（
８
）
注
（
６
）
．
（
７
）
に
同
じ
。

（
９
）
阿
部
俊
子
氏
『
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
』
。

（
ｍ
）
南
波
浩
氏
校
註
『
大
和
物
語
』
（
日
本
古
典
全
書
）
解
説
。

（
ｕ
）
Ｉ
（
過
）
今
井
氏
「
評
釈
」
五
十
（
「
国
文
学
」
第
十
一
巻
十
三
号
）
。

（
ｕ
）
『
日
本
紀
略
』
、
『
大
鏡
』
第
一
巻
な
ど
。

（
巧
）
注
（
７
）
に
同
じ
。

所
収
）
。

「
大
和
物
語
」
（
三
谷
栄
一
氏
編
『
体
系
物
語
文
学
史
』
第
三
巻

四


